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▲アルトサックス奏者の近藤淳さん

▲おかだいら縄文フェスタ 2024 ▼

　さる 10月 12日（土）～ 13日（日）、陸平貝塚公園で「お
かだいら縄文フェスタ 2024」が開催されました。
　12日（土）は体験の日。縄文や陸平貝塚ならではの体験が
楽しめる内容で、好きな体験をじっくり楽しむ人やいくつも
の体験にチャレンジする人たちで賑わいました。
　13日（日）は陸平をヨイショする会主催となる第 24回縄
文の森コンサート。コンサートやミュージカルでご活躍され
ているアルトサックス奏者の近藤淳さんをお迎えし、プロの
演奏を堪能した午後のひとときとなりました。誰
もが耳にしたことのある曲の数々を、楽しいお話
をまじえながら披露してくださいました。
　陸平のイベントにぜひお越しください！

土器作って土器作って

　みたかった
んだ～

　みたかった
んだ～

陸平貝塚って陸平貝塚って

　どんなとこ
ろ？

　どんなとこ
ろ？

親子で親子で
　まが玉作り　まが玉作り

シャカシャカシャカシャカ

　お茶をたててみました　お茶をたててみました

体験や音楽で心豊かに陸平体験や音楽で心豊かに陸平
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大
谷
小
学
校
は
木
原
小
学
校
と
同
じ
く
１
５
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
７
年
、
宮
本
秀
雄
氏
が
大
谷
学
舎
を
創
設
し
て
自
宅
で
授
業
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
９

年
に
大
谷
小
学
校
と
な
り
、
根
古
屋
の
来
迎
寺
に
場
所
が
移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
19
年
に
は
鳩
崎
尋
常
小
学

校
興
津
分
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
21
年
の
町
村
制
に
よ
り
、
木
原
村
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
木
原
尋
常
小
学

校
大
谷
分
教
場
（
分
校
と
同
じ
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
25
年
、
木
原
尋
常
小
学
校
か
ら
分
か
れ
て
大
谷
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
学
区
は
宮
地
、
茂
呂
、

大
谷
、
信
太
、
興
津
、
受
領
の
一
部
で
、
２
学
級
の
規
模
で
し
た
。
明
治
32
年
12
月
に
は
現
在
美
浦
幼
稚
園
が
あ
る

場
所
に
校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
校
舎
は
明
治
35
年
、
暴
風
で
倒
れ
る
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
児

童
数
は
次
第
に
増
え
て
い
き
、
校
舎
の
増
築
も
繰
り
返
し
お
こ
な

わ
れ
、
教
室
も
増
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
明
治
45
年
に
は
校
舎
に

高
等
科
を
１
学
級
併
置
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
尋
常
小
学
校
は
義

務
教
育
で
し
た
が
、
そ
の
上
の
高
等
科
は
希
望
す
る
人
が
進
む
仕

組
み
で
し
た
。

　

昭
和
16
年
の
戦
時
下
に
は
国
民
学
校
令
で
大
谷
国
民
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
昭
和
22
年
４
月
１
日
に
は
木
原
村
立
大
谷
小
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
24
年
に
給
食
炊
事
場
が
で
き
、
学
校
で
お

か
ず
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
飯
は
各
自
持
参
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

昭
和
30
年
、
美
浦
村
の
誕
生
に
よ
り
美
浦
村
立
大
谷
小
学
校
と

な
り
、
５
年
後
の
昭
和
35
年
に
は
創
立
85
周
年
の
記
念
式
典
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
谷
小
学
校
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
が
昭
和
53
年
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
場
で
す
。
東
京
や
千

葉
か
ら
５
０
０
０
人
も
の
人
が
家
族
で
移
住
し
て
く
る
こ
と
に
よ

り
児
童
も
増
加
す
る
た
め
、
現
在
の
場
所
（
興
津
の
高
台
）
に
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
47
年
か
ら
建
設

が
進
め
ら
れ
、
遺
跡
（
虚
空
蔵
貝
塚
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
事
前

に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
給
食
室
側
の
出
入
り
口

に
虚
空
蔵
貝
塚
の
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
52
年
７
月
に
校
舎
が
完
成
し
、
９
月
か
ら
新
校
舎
で
先
に

授
業
を
受
け
て
い
た
児
童
は
、
翌
春
迎
え
入
れ
る
７
０
０
名
も
の

新
た
な
友
だ
ち
に
対
し
て
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
当

時
の
「
広
報
み
ほ
」
で
は
新
校
舎
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

大
谷
小
学
校
校
歌

一　

霞
ヶ
浦
に　

春
の
風

　
　

山
桜
咲
き　

す
み
れ
咲
く

　
　

門
出
の
朝
の　

喜
び
に

　
　

み
ん
な
仲
よ
し　

手
を
握
り

　
　

進
む
行
く
手
に　

光
り
あ
れ

　
　

大
谷
小　

大
谷
小　

わ
が
母
校

ニ　

緑
輝
く　

夏
の
日
に

　
　

き
た
え
る
体　

た
く
ま
し
く

　
　

明
日
の
郷
土
を　

に
な
う
も
の

　
　

み
ん
な
仲
よ
し　

手
を
握
り

　
　

進
む
行
く
手
に　

光
り
あ
れ

　
　

大
谷
小　

大
谷
小　

わ
が
母
校

三　

白
鷺
が
舞
う　

秋
の
里

　
　

美
駒
の
原
に　

陽
が
昇
り

　
　

若
駒
天
に　

い
な
な
く
よ

　
　

や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く

　
　

励
む
未
来
に　

望
み
あ
れ

　
　

大
谷
小　

大
谷
小　

わ
が
母
校

四　

筑
波
ほ
ほ
え
む　

冬
の
空

　
　

雲
流
れ
ゆ
く　

夢
の
せ
て

　
　

努
力
の
あ
と
に　

春
が
待
つ

　
　

や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く

　
　

励
む
未
来
に　

望
み
あ
れ

　
　

大
谷
小　

大
谷
小　

わ
が
母
校

小
学
校
の
あ
ゆ
み　
第
２
回

大
谷
小
学
校

昭和 28年頃「大谷」の人文字がはいった航空写真。
（校舎に沿ってみえる道は左方向が現在の 125 号線側、右方向がトレセン側）
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大
谷
小
学
校
旧
校
歌

一　

蓉よ
う
ほ
う峰

筑
波　

北
に
見
て

　
　

霞
ヶ
浦
の　

ほ
と
り
な
る

　
　

大
谷
の
里
の　

丘
高
く

　
　

立
つ
は　

我
等
の
学
び
舎や

ぞ

ニ　

春
は　

桜
の
花
か
す
み

　
　

学
び
の
庭
に　

照
り
映
え
て

　
　

強
く
明
る
く　

逞
し
く

　
　

育
つ　

大
谷
の
こ
の
我
等

三　

夏
は　

さ
っ
そ
う
清
流
に

　
　

踊
る
は　

河
童
か
飛
魚
か

　
　

鍛
え
ん　

強
く
逞
し
く

　
　

世
代
を
に
な
う　

こ
の
我
等

四　

見
よ　

広
々
の
金
の
波

　
　

あ
し
た
の
星
や　

夜
の
月

　
　

共
に
励
み
し　

勤
労
の

　
　

み
の
り
の
秋
の　

豊
か
さ
よ現在の大谷小学校校舎

　
「
美
浦
村
に
移
っ
て
き
て
く
ら
し
や
こ
と
ば
で
困

る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
、
変
わ
る
こ
と
が
多
い
だ

ろ
う
け
れ
ど
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
良
い
伝
統
の
あ

る
大
谷
小
で
い
て
ほ
し
い
し
、
在
校
生
が
頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
新
し
い
友
だ
ち
と
会
え
る
こ

と
が
楽
し
み
」

　

と
い
う
よ
う
な
内
容
を
当
時
の
６
年
生
が
綴
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、土
屋
地
区
の
児
童
に
と
っ
て
は
、

木
原
小
か
ら
大
谷
小
に
学
区
が
か
わ
る
大
き
な
転

換
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
４
月
、
ト
レ
セ
ン
関
係
の
転
入
児
童
と

土
屋
地
区
の
児
童
が
加
わ
り
、
大
谷
小
は
８
０
０

人
、
22
学
級
と
い
う
規
模
の
学
校
に
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。

　

現
在
歌
わ
れ
て
い
る
校
歌
は
四
季
と
校
訓
が
歌

い
こ
ま
れ
た
も
の
で
、
昭
和
55
年
に
誕
生
し
ま
し

た
。
同
年
11
月
に
校
歌
記
念
発
表
会
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
開
催
に
む
け
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
廃
品
回
収
で

経
費
確
保
す
る
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。

　

村
内
３
つ
の
小
学
校
の
な
か
で
一
番
規
模
の
大
き

な
学
校
と
な
っ
た
大
谷
小
学
校
に
は
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
や
吹
奏
楽
部
の
活
躍
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
児
童
の
活
動
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

 ［
引
用
参
考
文
献
］

　
『
わ
た
し
た
ち
の
み
ほ
』
美
浦
村
教
育
委
員
会
昭
和
55
年

　
『「
広
報
み
ほ
」
縮
小
版
』
美
浦
村　

平
成
３
・
４
年

　
『
美
浦
村
誌
』
美
浦
村　

平
成
７
年

　

※
本
記
事
掲
載
に
あ
た
り
写
真
提
供
及
び
情
報
等
で
山

岡
つ
ぎ
子
氏
、
高
橋
和
枝
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

昭和 15年（学校の裏庭で。戦争が始まる前で子どもたちは穏やか
な表情をしています。）

昭和 17年（戦時下の国民学校の頃。子どもたちの表情は硬く見え、
女の先生はもんぺ姿。）

昭和 27年（戦後。子どもたちは明るく着物姿はもうみられません。
後ろにたつ二宮金次郎の像は現在の大谷小に移築されています。）

平成 8年音楽フェスティバルでの吹奏楽部の演奏
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美浦村役場● ●
中央公民館

GS●
谷津入バス停

国道125号

大谷バス停

大谷交差点

至トレセン 至稲敷・成田

至香取

至ゴルフ場

●

光と風
の丘公園至

桜
土
浦
IC

至
土
浦

至
大
山文

◆体験申込・お問合せは、文化財センターへ◆　　☎０２９－８８６－０２９１
　文化財センター年末年始の休館日：12月 28日（土）～１月６日（月）

梅梅
ば いば い

  朝朝
ちょうちょう

  基基
きき

  礎礎
そそ

  落落
ら くら く

  語語
ごご

令和６年の最後は落語で
楽しく笑い納め！

◆日にち　12月８日（日）
◆開　演　午後 1時 30分から
◆場　所　文化財センター
◆出　演　好文亭梅朝
※当日、直接文化財センターにお越し下さい

　令和４年４月１日に美浦村文化財保護条例が改正され「登録文化財」という制度が設けられました。村
の歴史や文化、自然等を理解するために欠くことのできない文化財の中で特に重要なものは指定文化財と
して保護措置がとられますが、調査研究が未だ十分に行われておらず、その価値が定まっていなくても郷
土の歴史を語る上で重要な文化財は数多くあります。そのような文化財を保護していくのが登録文化財制
度です。このたび制度ができてから
最初の登録文化財として５件の文化
財が登録されました。

自分で作った門松で
　　新しい年をむかえましょう。
◆日にち　　12月 26日（木）
◆時　間　　①午前 10時～
　　　　　　②午後１時～
　　　　　　※①②とも内容同じ
◆場　所　　文化財センター
◆募集人数　　①②各 8名
　　　　　　（先着）
◆体験料　　500 円
◆申込受付　　文化財センター
　　　　　　（12月 10日から）

はたおり機に糸をかけて織るまでの過程を
とおして昔のくらしを知る体験です。

はた織りはた織り
ミニ門松つくりミニ門松つくり

①１/17（金） ②１/24（金） ③１/31（金）

④２/ ７（金） ⑤２/14（金） ⑥２/21（金）

⑦２/28（金） ⑧３/ ４（火） ⑨３/ ７（金）

⑩３/11（火） ⑪３/13（木） ⑫３/14（金）

◆時　間　午後１時～４時
◆場　所　文化財センター　
◆募集人数　４名（定員を超えた場合、抽選）
　※美浦村在住者で全て参加できる方。
◆体験料　1,000 円　
◆申込受付　文化財センター（12月 22日まで）

5件の文化財が美浦村登録文化財に！

種別 名称 数量
史跡 鹿島海軍航空隊跡 一括
有形文化財(古文書類) 木原村絵図 １鋪
有形文化財(古文書類) 安中郷村絵図 ５鋪
有形文化財(古文書類) 貞享三年神内郷慶城院争論裁許史料 ３鋪
有形文化財(工芸品) 翁面(伝惣躰神社) １面

▼登録された文化財（令和６年 11月１日告示）

要申込

要申込

参加
者募

集
参加

者募
集

参加
者募

集
参加

者募
集

参加
者募

集
参加

者募
集

予約不要！

無料！

◆実施日　全 12回
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